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1 . は じめに








日本学生支援機構は、 平成 18 (2006 ) 年 10月
に障害学生修学支援ネットワーク事業1 ) を立ち




する相談に応じる、 (2) 研修事業: 支援を必要と
する学生に対する研修事業などのプログ ラム (カ










平成24 (20 12) 年6月からは、 文部科学省高等
教育局において「障がいのある学生の修学支援に
関する検討会J (以下、 検討会) が設置され、 大
学等における障害学生支援の在り方の議論が行わ
れ、 平成24 (20 12) 年12月には、 第一次とりま





公開 (入試における配慮の内容、 大学構内のバ リ
アフ リー状況、 入学後の支援内容・支援体制、 受
入れ実績) を行うこと、 の2 点を軸に議論が行わ
れた。
これらの行政上の動きにある背景として、 平成
18 (2006 ) 年12月に国連総会で採択された障害
者権利条約 (平成20 (2008) 年5月に発効、 日本
政府は平成19 (2007) 年9月に署名) の批准に向
けた、 日本政府による法的整備への積極的な取組
みがある。 平成23 (20 11) 年8月に障害者基本法
が改正されたことを受け、 平成24 (2012) 年9月
に公表された障害者政策委員会差別禁止部会の意































生支援体制、 およびアクセシビ リテイ ・コミュニ
ケーション支援室の体制と業務内容について記述
する。
2-1 . 学生Aさんの抱え る 困難さの概要
Aさんは、 平成24年 (2012) 4月に富山大学の
理系学部に入学した女子学生である。Aさんには、












2-2 . 富山大学 に おけ る障害学生支援の体制
富山大学では、 学生支援センターアクセシビ リ











そのような 中で、 平成19 (2007 ) 年に学生支
援GP (，オ フ」 と 「オン」 の調和による学生支
援-高機能発達障害傾向を持つ学生への支援シス
筋ジストロフ ィーの あ る 大学生への修学支援一合理的配慮提供プロセ ス の観点か らー 7 
テムを中核としてー ) が採択され、 その実行部署
















2・ 3 .アクセシ ビリテ ィ ・ コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 支援
室の体制 と 業務内容
Aさんへの修学支援の開始時点において、 支援
室の業務に直接 関わるスタッフ (兼任含む) は、
8名 (専任教員2名、 専任コーデイネーター 2名、




















おける平成23 (20 11) 年度の相談・ 支援件数は
1，900 件強 (障害のない学生への支援も含む) に
上り、 その相談内容は、 履修・ 大学生活・ 就職活



































3-1 . 1期:入学直前か ら 直後に かけての修学支援
(2012年4月)
Aさんの富山大学への入学は、 他の学生と同様
に20 12年3月下旬に決定した。 また、 Aさんは、
合格当時は県外に居住していたため、健康管理上、
入学前に来学して修学支援の打ち合わせを行うこ






































































































































































































ができる。 (1) 入学直前後の集中的な支援、 (2)
何について誰が支援すべきかについての速やかな








































(3) I修学状況の変化のモニタ リン グに基づく
支援内容・ 役割の柔軟な変更」 が実現したのは、
発達障害学生支援で、行ってきたナ ラテイ ブ・ アセ
スメント9 ) を 中心に据えて、 その結果を随時支












5 . ま と め と今後の課題
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